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平成１３年度学校保健統計調査結果概要（青森県分）
１　発育状態

調査対象となった５歳（幼稚園）から１７歳（高等学校）までの発育状態をみると、身長、体重、座高は男女とも全年齢で全国平均を上回っている｡

また､全国順位をみても１､２位を占めている年齢層が多い。

(１)　身長
本県の男子の身長は､１１歳で過去最高となっており、９歳、１６歳で全国第１位となっている。
女子の身長は､７歳～８歳､ １０歳～１１歳で全国第１位となっている。
８歳、１０歳､ １１歳の女子の身長は、同年齢の男子の身長を上回っている。
(２)　体重
本県の男子の体重は､９歳､ １０歳で過去最高となっており、６歳､ ８～１１歳及び１４～１６歳で全国第１位、その他の年齢でも全国第２位を占めている。
女子の体重は、５歳、７～８歳及び１０～１５歳で全国第１位となっている。
(３)　座高
本県の男子の座高は､１３歳で過去最高となっており、７～９歳、１１歳、１４歳で全国第１位となっている。
女子の座高は､８歳及び１０～１２歳で全国第１位となっている｡
(４)　３０年前（昭和４６年度）との比較
平成１３年度の体格を３０年前（親の世代）の昭和４６年度の体格と比較してみると、身長、体重、座高とも、５歳男子の座高を除くいずれの年齢においても平成１３年度の数値が上回っている。
最も差のある年齢は男子では１２歳で身長で147.3cmから154.4cmと7.6cm高く、体重で38.9kgから47.7kgと8.8kg重くなっている｡

また女子で最も差のある年齢は１０歳で、身長で136.4cmから142.4cmと5.7cm高く､体重で31.1kgから37.3kgと6.2kg重くなっている。

２　健康状態
(１)　むし歯（う歯）
むし歯（う歯）の被患率（治療済の者を含む）については、幼稚園で72.32％（全国平均61.60％）、小学校で81.45％（同75.59％）、中学校で72.18％（同73.81％）、高等学校で86.75％（同83.66％）となっており、中学校を除いていずれも全国平均を上回っている。

１０年前（平成３年度、以下同じ）と比較すると、いずれの学校区分においても被患率は低下している。

(２)　裸眼視力
裸眼視力1.0未満の割合は、幼稚園で41.48％（全国平均27.16％）、小学校で39.17％（同25.38％）、中学校で57.23％（同48.17％）、高等学校で65.49％（同60.31％）といずれにおいても全国平均を上回っている。

幼稚園においては毎年変動がみられるが、その他の学校においては１０年前と比較するとその割合は横這いか、やや上昇している。
(３)　寄生虫卵保有
寄生虫卵保有者の割合は、幼稚園で該当者なし（全国平均0.61％）、小学校で0.02%（同1.17％）となっており､全国平均を下回っている｡

１０年前と比較する(幼稚園は平成３年度は単位未満)と、小学校で0.18ポイント低下している｡
(４)　肥満傾向
肥満傾向の者（学校医から肥満傾向と判定された者）の割合は、幼稚園で1.82％（全国平均0.58％）、小学校で3.90％（同2.79％）、中学校で1.73％（同1.85％）、高等学校で0.59％（同1.46％）となっており、幼稚園及び小学校で全国平均を上回っている｡

１０年前と比較すると、幼稚園、小学校及び中学校で割合が増加している。
(５)　ぜん息
ぜん息の者の割合は、幼稚園で1.05％（全国平均1.29％）、小学校で0.65％（同2.52％）、中学校で0.36％（同1.94％）、高等学校で0.10％（同1.33％）となっており､いずれも全国平均を下回っている｡

毎年割合は変動しているものの、１０年前と比較すると増加している。
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